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１．目的  
 著者らは，バーチカルドレーン工法で用いられる生分解性ドレーン材の土中における材料劣化を評価する

ことを目的に，各種土壌環境を模擬した埋設暴露土槽実験を実施し，引張強度，圧縮強度および透水係数の経

時変化を報告してきた 1)．今回，実工事で約 7 年前に打設された生分解性ドレーン材（鉛直ドレーン材，水平

ドレーン材）を掘り起こす機会を得た．本稿では，劣化が進行した鉛直ドレーン材の引張強度および水平ドレ

ーン材の圧縮強度の試験方法と評価結果について報告する． 
２．掘り起こし状況  
 打設後約 7 年経過した生分解性ドレーン材（鉛直ドレーン材）の

掘り起こし前の状況を写真-1 に，掘り起し後の状況を写真-2 に示

す．鉛直ドレーン材の構造は，生分解性プラスチックの芯材と生分

解性不織布のフィルターが分離・独立した複合構造遊離型と呼ばれ

るもので，製品寸法は厚さ 3.3mm，幅 98.5mm である．掘り起こし

時は縦方向に裂けた状態であった．回収後も人力で容易に裂け，折

り曲げると直ぐに破断するほど劣化していた． 
３．鉛直ドレーン材の引張強度試験 
 鉛直ドレーン材の製品としての品質確認は，引張試験（試験片寸

法：幅 98.5mm×長さ 400mm）と透水試験（試験片寸法：幅 98.5mm×
長さ 220mm）で実施する．今回掘り起こされた鉛直ドレーン材は，

この試験片寸法を確保できないほど著しく劣化している．そこで，

本検討では，小型試験片（幅 15mm×長さ 60mm，芯材のみ）を用い

て引張強度の評価を行うこととした．なお，試験片幅と引張強度の

関係を確かめるために，新品および気中で約 7 年間放置した鉛直ド

レーン材について，寸法を変えた（長さ／幅=4 で固定）試験片によ

る予備実験を行った．以上の試験ケースを表-1 に示す．表中の「土

中劣化」が現場から堀り起こした鉛直ドレーン材から切り出した試

験ケースである．なお，引張試験は卓上試験機（容量：1000N）を

使用し，引張荷重～軸変位関係からピーク強度と伸びを求めた． 
 幅 15mm×長さ 60mm の試験片に対する試験結果として，引張荷

重～軸変位関係および試験後の試験片状況を図-1 に示す．図-1 よ

り，「新品」はピーク強度（平均値：329N）後も強度を保持しつつ

伸びる挙動を示した．一方，「気中劣化」はピーク強度（平均値：

240N）後は強度が大きく低下するものの，破断はしなかった．現場

から掘り起こした「土中劣化」は，ピーク強度（平均値：133N）は

「新品」の 40%で，軸変位 1mm 以下（伸び 1.5%）で破断した． 
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写真-1 掘り起こし前の鉛直ドレーン材 

 

 
写真-2 掘り起こし後の鉛直ドレーン材 

 
表-1 鉛直ドレーン材の引張試験ケース 

種類 幅×長さ 
(mm) 

チャック長 
(mm) 

数量 
n 

新品 
98.5×400 100  3 

25×100  15  4 
15× 60  10  6 

気中劣化 
(材令 7 年) 

25×100  15 10 
20× 80  10 10 
15× 60  10 16 

土中劣化 15× 60  10  6 

 



 試験片幅とピーク強度（平均値）の関係を図-2 に示す．鉛直

ドレーン材の引張強度は，試験片幅に比例していることがわか

る．このことを利用して，幅 15mm×長さ 60mm の試験片に対す

る引張強度の強度比（新品：気中劣化：土中劣化＝1：0.73：0.40）
から土中劣化品の引張強度（製品幅）を推定すると，1.25N と評

価できる．ただし，ある程度の引張強度は有するが，前述した

ように曲げに対しては非常に弱い特徴を持つ． 
４．水平ドレーン材の耐圧試験 

 水平ドレーン材についても，鉛直ドレーン材と同じ現場から

試験サンプルを掘り起こした．鉛直ドレーン材と同様に，劣化

程度は「手で触ると直ぐに崩れる状態」であった．水平ドレー

ン材の品質確認は，耐圧試験（試験片寸法：100mm×100mm，圧

縮板形状：φ100mm）で実施する．今回は，掘り起こしたサン

プルから 1 供試片のみを切り出すことができた．掘り起こした

水平ドレーン材（土中劣化）および気中劣化品の状況を写真-3

に．耐圧試験結果を表-2 に示す．「気中劣化」の圧縮強度は「新

品」の約 50%，「土中劣化」の圧縮強度は「新品」の約 20%に低

下しており，鉛直ドレーン材よりも劣化が進行していることが

わかった． 

５．結論 

 土中材令 7 年後の生分解性ドレーン材は，人力で容易に崩れ

るほど劣化が進行しており，その強度は鉛直ドレーン材では新

品の約 40%，水平ドレーン材では新品の 20%に低下していた． 
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      (a)新品          (b)気中劣化(材令 7 年)      (c)土中劣化(材令 7年) 

図-1 小型試験片（15mm×60mm）の引張荷重～軸変位関係と試験後試験片 
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図-2 試験片幅とピーク強度の関係 
 

 
  (a) 土中劣化     (b)気中劣化 

写真-3 水平ドレーン材 
 

表-2 耐圧（圧縮強度）試験結果 
種類 材令 圧縮強度

(kN/m2) 
強度低下率 

（%） 
新品 － 443 基準 

気中劣化 材令 10 年 222 50.1% 
土中劣化 材令 7 年 90.8 20.5% 
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